
 

第 5 回 グローバル教育研究会 

「東アジア文明圏と『日本』の誕生」プログラム 
 

 

 

国境を越えてヒト・モノ・情報が移動し、社会のグローバル化が急速に進展するなか、 

19 世紀以来の国民国家のあり方や、自らのアイデンティティの拠り所が、 

いま、あらためて私たち自身に問い直されようとしています。 

 

今回のグローバル教育研究会は、古代の東アジア地域に注目し、 

当時すでに存在した「文明圏」と呼ぶべき人々の営みを、 

自然科学・社会科学の両面から明らかにすることを目指します。 

 

東アジア文明圏のただ中で「日本」が形成されていくダイナミズムを感じながら、 

現代において私たちがどう生きるべきかを、共にお考えいただければ幸いです。 

 
 
 
 

講師ご紹介 
 

 
丸山 茂徳（まるやま しげのり、東京工業大学地球生命研究所特命教授・地球惑星科学） 

地球内部のマントル対流運動を表すプルームテクトニクスの提唱者であり、研究領域は生命

の起源や気候変動論、文明論など多岐にわたる。東日本大震災直後に本校で行われた講義は

『3．11 本当は何が起こったか』（東信堂）として出版された。著書に『地球史を読み解く』

（放送大学教育振興会）ほか多数、紫綬褒章､アメリカ地質学会名誉フェローなど受賞歴多数。 
 

 

宮脇 淳子（みやわき じゅんこ、岡田宮脇研究室主宰、東洋文庫アカデミア講師・歴史学） 

東洋史を専門とし、東西アジアに関する卓抜した知見を基盤に、古代日本史および世界史の

あり方に新たな視野を与えた「岡田史学」を継承する。『最後の遊牧帝国 ジューンガル部の

興亡』（講談社選書メチエ）、『世界史のなかの満洲帝国と日本』（ワック）、『日本人が教えた

い新しい世界史』（徳間書店）ほか著書多数、各種メディア出演・講演多数。 

 



 

タイムテーブル 
 

10：00  開場、受付開始 

10：20  開会式 

  特別提言 「いま、日本の歴史を学ぶ」 

          提言者：進藤金日子先生（参議院議員） 

 

10：40  講演① 東アジア文明圏における「日本」の誕生 

          講師：宮脇淳子先生 

 

11：40  研究報告 日本語はどのように形成されたのか 

          報告者：ヨハネ研究の森生徒（研究員） 

 

12：10  休憩、昼食 

 

13：00  テーマ検討 漢字がつくった「東アジア文明圏」 

          コーディネーター：横瀬和治先生 

 

  講演② 気候変動に伴う民族移動と「東アジア文明圏」の成立 

          講師：丸山茂徳先生 

 

14：50  閉会式 

15：00  終演予定 
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